








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かる。第紙 左弁官史生下清人 啓。月借銭解は利率・返済期限 定
49





























































などの尊貴なものに対してつける尊称である。そして、たとえば、「十一年春正月壬戌朔。大日本彦耜友尊を立てて皇太子と為す也。弟磯城津彦命。是は猪使連之始祖也。」（『日本書紀』巻四安寧天皇十一年）のように、「尊」と「命」を使い分けている。『万葉集』に見える「尊」は、題詞 「日並皇子尊」「高市皇子尊 「皇子 」とする六例と「石上振乃尊者手弱女の惑ひによりて馬じ 縄取り付け
いそのかみふるのみことは
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085 22.377 続々四十 2
ウ 36-37 紙 
















   
086 22.378 続々四十 2











    
087 22.381-382 続々四十 3

















088 22.415-416 続々四十 2
ウ 35 紙 





高向小祖   
089 22.416 続々三十一
4 ウ 21 紙 
    状具以解 寳龜五年
四月廿八
日 




090 22.416-417 続々四十 2







金月足 丈部濱足   
091 22.417-418 続々四十 4
ウ 127 紙 









092 22.418 続々四十 4
ウ 127 紙 






上馬養 男上藤万呂   
093 22.428-429 続々四十 2









韓國千村 桒内真公   
094 22.585-586 続々四十 2




















095 22.586 続々四十 2









償人 物部常石   
096 22.587 続々四十 2





    
097 22.587-588 続々四十 2







    
098 22.588 続々四十 2
ウ 63 紙 
謹解 申請月借錢事 合玖百文〈別一百利十五
文〉 
       
099 22.588 続々四十 3
ウ 2 紙 
謹解 申請月借錢事 合錢壱貫五百文〈加利別百
十五文〉 


















100 23.002-003 続々四十 3










   
101 23.003-004 続々四十 3









大羅嶋守謹状   


















   
103 23.179 続々四十 4
ウ 19 紙-18
紙 
      寳龜五年
十一月卅
日 
金月足 丈部濱足   
104 23.180 続々四十 3












105 23.516 続々四十 3









106 23.568-569 続々四十 4
















3 ウ 2 紙 






請置始清足   









   
202 03.395 続二十五 2 謹解 申出挙錢請事 合請錢四百文 高屋連兄
勝 質口分田二段 相妻笶









   










息長真人黒麿   










下走 上道真浄   













































僧恵禅   
302 15.441 続々四十五
3 ウ 14 紙 












鳥取国万呂状   
303 23.569 続々四十 4
ウ 50 紙 
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正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第十分冊
